	　　　　　　　　　堀江新二　　主要業績一覧 （翻訳は、翻訳のページ参照）
著書 
1989年　　　『したたかなロシア人』（堀江陽子との共著、講談社） 
1999年    　　 『したたかなロシア演劇－タガンカ劇場と現代ロシア演劇』

HYPERLINK "http://www.sekaishisosha.co.jp/cgi-bin/search.cgi?mode=display&style=full&code=761" （単著、世界思想社） 
2002年　　　『ロシア演劇の魅力』ユーラシア・ブックレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 No.36（共著、松川直子・スタロセリスカヤとの共著、東洋書店） 
2004年 　　 『演劇のダイナミズム－ロシア史の中のチェーホフ』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単著、東洋書店）チェーホフ没100年記念出版）
2008年 『ペテルブルグ舞台芸術の魅力』ユーラシア・ブックレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

               Ｎｏ．117（共著、篠崎直也、小野田みどりとの共著・東洋書店）
主要論文
1994年　«Победа 　режиссуры Беляковича в Японии» 　（Театр、 1994 №3） 
1994年       「スタニスラフスキーのミニチュア版」（ナウカ、「窓」、1994、6月号） 
1995年        «Неизвестный аспект истории японо-русских театральных связей» 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Российская Академия Наук, Ежегодник ：Япония—1994-1995) 
　　　　「ロシアのシェイクスピア」 （天理大学、外国語教育センター、「センター通信」№45 
1996年        «Что такое мелодрама ? – Театральная　ситуация в эпоху «разрушения»　　　　　мировоззрения»　　 （Japanese Slavic and East European Studies, vol.17) 
1996年10月―1998年7月「タガンカ劇場物語」 （日本ユーラシア協会、月刊「日本とユーラシア」連載） 
2000年　「『かもめ』（1898年）から『かもめ』へ　――スタニスラフスキーとダンチェンコ」 　　　　　　　　　　　（大阪外国語大が九，ヨーロッパⅠ講座、ロシア・東欧研究第4号） 

200１年　「心を持った超人形―『ハムレット』1911――　スタニスラフスキーとゴードン・クレイグ」　　　 （大阪外国語大学、ヨーロッパⅠ講座、ロシア・東欧研究第5号） 
　

2001年　　「現代ロシアの『闇』の言葉と翻訳上の困難について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都産業大学、国際言語科学研究所所報、第22巻） 
2002年  　「ロシアの現代戯曲―ポストモダンの戯れ？」 （ユーラシア研究所「ユーラシア研究」29号 
2004年　「スタニスラフスキーの見直し――または大正元年のスタニスラフスキー」（未来社、未来7、2003年）
2004年―2006年　「2003年のロシア演劇」、「2004年のロシア演劇」「2005年のロシア演劇」　　　　　　　　（国際演劇協会、演劇年鑑　2004、2005、2006年号）
2007年 「個人的個性・非個人的個性と三つの意識　――スタニスラフスキーとミハイル・チェーホフ」　　　　（大阪外国語大学、ヨーロッパⅠ講座、ロシア・東欧研究第１２号）
研究発表及びシンポジウム・講演など 
　2004年５月　チェーホフ没後100年記念シンポジウム「現代に生きるチェーホフ」 　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：日本ユーラシア協会大阪府連（パネリスト：別役実、楯岡求美、Y/ポグレブニチコ、M・カザケーヴィチ、堀江新二） 
　　同年11月　チェーホフ没後100周年国際シンポジウム「二十一世紀のチェーホフ」 　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：日本ロシア文学会・朝日新聞・阿部事務所（パネリスト：多和田葉子浦雅春、キム・テフン、A・チュダコフ、Y・マルツェヴィチ、楯岡求美、堀江新二） 
2005年7月　早稲田大学21世紀COEプログラム「演劇の総合的研究と演劇学の確立」 　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2回演劇論講座「ロシア史の中のチェーホフ」



